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３　指導と評価の計画（全５単位時間想定）

次 主たる学習活動 評価する内容 評価方法

１

●単元の目標を確認し、学習の見通しをもつ。
●「夜中の汽笛について、あるいは物語の効用について」
を読み、「少女」は「少年の短い物語」をどのように
受けとめたのか、話し合う。

●表題にある「物語の効用」とはどのようなことだろう
か、話し合う。

●「少女」が「少年」に語る物語を創作する。

知 識 ・ 技 能 1 2
思考・判断・表現 1 2
主体的に学習に取り組む態度

行動の観察
記述の分析
行動の観察

２

●「詩はいつでも近いところにある」を読み、「言葉は、
定められてしまうことから逃れようとしながら、そ
れでも場所を得て、他の言葉を支えたり、あるいは
飛び越したり、裏切ったりする」とはどういうこと
か、説明する。

●「そのようにして、言葉と出会うことができる」とは、
どういうことだろうか。「詩」の言葉についての筆者
の考えをもとに説明する。

●「詩はいつでも近いところにあるのだ」とは、どうい
うことか。今までに読んだことのある詩を取りあげ
て、話し合う。

●単元の目標をもう一度確認し、学んだことを自分の言
葉でまとめる。

知 識 ・ 技 能 1
思考・判断・表現 1
主体的に学習に取り組む態度

記述の確認
記述の確認
行動の観察
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単元の指導計画

教材名　　「夜中の汽笛について、あるいは物語の効用について」「詩はいつでも近いところにある」

１　単元の目標
〔知識及び技能〕⑴ア、⑶イ　〔思考力、判断力、表現力等〕読ア・カ
「学びに向かう力、人間性等」

２　単元の評価規準

単元名　　一　小説の言葉・詩の言葉

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

1言葉には、想像や心情を豊か
にする働きがあることを理解
している。（⑴ア）
2人間、社会、自然などに対す
るものの見方、感じ方、考え
方を豊かにする読書の意義と
効用について理解を深めてい
る。（⑶イ）

1文章の種類を踏まえて、内容
や構成、展開、描写の仕方な
どを的確に捉えている。（読ア）
2作品の内容や解釈を踏まえ、
人間、社会、自然などに対す
るものの見方、感じ方、考え
方を深めている。（読カ）

進んで言葉には想像や心情を豊
かにする働きがあることを理解
し、文章の種類を踏まえて内容
や構成、展開、描写の仕方など
を的確に捉えようとしている。

06高　内容解説資料 精選 文学国語　指導書『指導資料』見本
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夜
中
の
汽
笛
に
つ
い
て
、

あ
る
い
は
物
語
の
効
用
に
つ
い
て

教科書
p.12～p.15

1
教
材
採
録
の
意
図

村
上
春
樹
の
超
短
篇
小
説
「
夜
中
の
汽
笛
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
物
語
の
効
用
に
つ

い
て
」
を
読
ん
で
〝
物
語
の
力
〞
に
つ
い
て
考
え
る
、
こ
れ
が
本
教
材
の
ね
ら
い
で
あ

る
。〝
小
説
の
言
葉
〞
は
日
常
会
話
の
言
葉
と
ど
う
違
う
の
か
。
あ
る
い
は
薬
の
効
能

書
き
の
言
葉
と
ど
う
違
う
の
か
。
こ
う
い
う
問
題
を
考
え
て
い
く
と
、
自
然
な
流
れ
と

し
て
、
小
説
の
読
み
方
（
と
い
う
よ
り
楽
し
み
方
）
の
問
題
に
行
き
着
く
。
小
説
の
言

葉
と
の
つ
き
合
い
方
と
言
っ
て
も
よ
い
。

そ
も
そ
も
小
説
を
読
む
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
行
為
な
の
だ
ろ
う
か
。
語
ら
れ
た
物

語
の
内
容
を
理
解
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
登
場
人
物
の
考
え
て
い
る
こ
と

や
感
じ
て
い
る
こ
と
、
行
動
の
背
景
を
理
解
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う

な
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
こ
こ
に
さ
ら
に
主
題
（
あ
る
い
は
作
者
の
意
図
）
を

理
解
す
る
と
い
う
項
目
を
加
え
る
人
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
実
際
、
こ
れ
ま
で
の
国

語
の
授
業
で
は
│
│
こ
れ
か
ら
も
と
言
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
│
│
そ
う
い
う
こ
と
を

主
要
な
内
容
と
し
て
き
た
。
け
れ
ど
も
こ
こ
で
は
そ
う
い
う
こ
と
と
は
少
し
違
う
観
点

か
ら
小
説
の
言
葉
と
の
つ
き
合
い
方
を
提
案
し
て
み
た
い
と
思
う
。
そ
れ
は
何
が
語
ら

れ
て
い
る
か
で
は
な
く
、
い
か
に
語
ら
れ
て
い
る
か
に
着
目
し
て
読
む
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
そ
れ
は
端
的
に
言
っ
て
、
語
っ
て
い
る
そ
の
言
葉
そ
の
も
の
、
そ
の
言
葉
の
働

き
方
に
着
目
し
て
読
む
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
そ
れ
は
何
が
語
ら
れ

て
い
る
か
に
環
流
し
て
、
そ
の
何
が
を
修
正
す
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
実
際
、

小
説
を
読
ん
で
私
た
ち
が
共
有
で
き
る
の
は
言
葉
が
指
し
示
す
も
の
で
は
な
く
て
（
そ

こ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
が
あ
る
は
ず
だ
）、
言
葉
そ
の
も
の
な
の
だ
。
物
語
内
容
と

い
う
点
で
特
段
難
し
い
と
こ
ろ
の
な
い
（
よ
う
に
見
え
る
）
こ
の
小
説
は
、
言
葉
そ
の

も
の
に
着
目
す
る
教
材
と
し
て
う
っ
て
つ
け
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

2
作
品
の
概
説

村
上
春
樹
（
む
ら
か
み
は
る
き
）

一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
〜
。
小
説
家
。
京
都
府
の
生
ま
れ
。
ア
メ
リ
カ
現
代
小

説
の
影
響
を
受
け
た
簡
潔
な
文
体
、
飛
躍
の
あ
る
比
喩
、
複
雑
な
物
語
に
よ
っ
て
独
自

の
小
説
世
界
を
作
り
あ
げ
て
い
る
。
五
十
以
上
の
言
語
に
翻
訳
さ
れ
、
世
界
中
に
読
者

を
持
つ
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
で
あ
る
。
二
〇
〇
九
年
の
エ
ル
サ
レ
ム
賞
受
賞
ス
ピ
ー
チ

で
は
「
も
し
こ
こ
に
硬
い
大
き
な
壁
が
あ
り
、
そ
こ
に
ぶ
つ
か
っ
て
割
れ
る
卵
が
あ
っ

た
と
し
た
ら
、
私
は
常
に
卵
の
側
に
立
ち
ま
す
。」
と
宣
言
、
小
説
家
と
し
て
の
自
分

の
仕
事
を
「
個
人
の
魂
の
尊
厳
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
、
そ
こ
に
光
を
当
て
る
」
こ
と
と

述
べ
た
。
一
九
七
九
年
「
風
の
歌
を
聴
け
」
で
第
22
回
群
像
新
人
文
学
賞
、
一
九
八
二

年
『
羊
を
め
ぐ
る
冒
険
』
で
第
４
回
野
間
文
芸
新
人
賞
、
一
九
八
五
年
『
世
界
の
終
わ

り
と
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』
で
第
21
回
谷
崎
潤
一
郎
賞
、
一
九
九
五

❶ 

作
者

村
上
春
樹

小
説
の
言
葉
・

詩
の
言
葉

一

夜中の汽笛について、あるいは物語の効用について

年
『
ね
じ
ま
き
鳥
ク
ロ
ニ
ク
ル
』
で
第
47
回
読
売
文
学
賞
、
二
〇
〇
九
年
『
１
Ｑ
８
４
』

で
毎
日
出
版
文
化
賞
な
ど
、
数
多
く
の
受
賞
歴
が
あ
る
。
フ
ラ
ン
ツ
・
カ
フ
カ
賞
な
ど
、

海
外
の
文
学
賞
も
受
賞
し
て
い
る
。『
風
の
歌
を
聴
け
』『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』「
ド
ラ
イ

ブ
・
マ
イ
・
カ
ー
」
は
映
画
化
さ
れ
た
。
レ
イ
モ
ン
ド
・
カ
ー
ヴ
ァ
ー
や
ス
コ
ッ
ト
・

フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
、
ト
ル
ー
マ
ン
・
カ
ポ
ー
テ
ィ
な
ど
の
翻
訳
で
も
知
ら
れ
る
。

村
上
春
樹
文
・
安
西
水
丸
絵
『
村
上
朝
日
堂
超
短
篇
小
説 

夜
の
く
も
ざ
る
』（
一
九

九
八
年
・
新
潮
文
庫
）
よ
り
「
夜
中
の
汽
笛
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
物
語
の
効
用
に
つ

い
て
」
の
全
文
。

喩
と
し
て
の
物
語

「
夜
中
の
汽
笛
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
物
語
の
効
用
に
つ
い
て
」
は
、
四
〇
〇
字
詰

め
原
稿
用
紙
に
し
て
三
枚
ほ
ど
の
ご
く
短
い
小
説
で
あ
る
が
、
十
分
に
村
上
春
樹
ら
し

い
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
さ
せ
て
く
れ
る
作
品
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
そ
の
中
で
、
喩
と
し
て
の
物
語
と
い
う
問
題
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。

少
年
の
物
語
は
、
物
語
自
体
が
一
つ
の
大
き
な
比
喩
に
な
っ
て
い
る
。
一
般
的
な
比

喩
の
説
明
に
倣
っ
て
、
喩
え
る
も
の
（
Ｙ
）
と
喩
え
ら
れ
る
も
の
（
Ｘ
）
を
整
理
す
れ

ば
、「
少
女
」（
Ｘ
）
を
「
夜
中
の
汽
笛
」（
Ｙ
）
に
喩
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、「
少
女
」
と
「
夜
中
の
汽
笛
」
と
の
間
に
ど
の
よ
う
な
類
似
性
が
あ
る
の
か
、

こ
れ
だ
け
見
て
い
て
も
見
え
て
こ
な
い
。
二
つ
の
類
似
性
を
明
ら
か
に
す
る
の
は
「
少

年
の
物
語
」
で
あ
る
。
少
年
の
用
意
し
た
〈
物
語
〉
と
い
う
場
所
で
、
少
年
と
と
も
に

「
鉄
の
箱
」
に
詰
め
ら
れ
、
絶
望
の
海
の
底
に
沈
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
「
夜
中
の
汽
笛
」

を
聞
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
メ
タ
フ
ァ
と
し
て
の
「
夜
中
の
汽
笛
」
は
〈
物
語
〉
と
一

つ
に
な
っ
た
も
の
で
、
そ
れ
を
離
れ
て
喩
を
構
成
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

❷ 

出
典

❸ 

表
現
上
の
特
色

「
夜
中
の
汽
笛
」
を
理
解
す
る
た
め
に
は
〈
物
語
〉
を
読
む
ほ
か
な
い
。
少
年
に
と
っ
て
、

少
女
へ
の
愛
は
〈
物
語
〉
と
い
う
形
で
し
か
語
れ
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。

3
参
考
文
献

 ●
村
上
春
樹
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
（
上
・
下
）』（
二
〇
〇
四
年
・
講
談
社
文
庫
）

 ●
村
上
春
樹
『
夢
を
見
る
た
め
に
毎
朝
僕
は
目
覚
め
る
の
で
す

　
村
上
春
樹
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
集1997-2011

』
二
〇
一
二
年
・
文
春
文
庫
）

 ●
村
上
春
樹
『
村
上
春
樹
雑
文
集
』（
二
〇
一
五
年
・
新
潮
文
庫
）

 ●
村
上
春
樹
『
職
業
と
し
て
の
小
説
家
』（
二
〇
一
六
年
・
新
潮
文
庫
）

 ●
加
藤
典
洋
『
村
上
春
樹
の
世
界
』（
二
〇
二
〇
年
・
講
談
社
文
芸
文
庫
）

 ●
芳
川
泰
久
・
西
脇
雅
彦
『
村
上
春
樹 

読
め
る
比
喩
事
典
』（
二
〇
一
三
年
・
ミ
ネ
ル

ヴ
ァ
書
房
）

 ●
波
瀬
蘭
『
村
上
春
樹
超
短
篇
小
説
案
内
　
あ
る
い
は
村
上
朝
日
堂
の
16
の
超
短
篇
を

わ
れ
わ
れ
は
い
か
に
読
み
解
い
た
か
』（
二
〇
一
一
年
・
学
研
プ
ラ
ス
）

 ●
村
上
春
樹
文
／
安
西
水
丸
絵
『
村
上
朝
日
堂
超
短
篇
小
説 

夜
の
く
も
ざ
る
』（
一
九

九
八
年
・
新
潮
文
庫
）

 ●
村
上
春
樹
文
／
安
西
水
丸
絵
『
象
工
場
の
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
』（
一
九
八
六
年
・
新

潮
文
庫
）

 ●
村
上
春
樹
『
カ
ン
ガ
ル
ー
日
和
』（
一
九
八
六
年
・
講
談
社
文
庫
）

 ●
村
上
春
樹
『
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
』（
一
九
九
三
年
・
文
春
文
庫
）

 ●
村
上
春
樹
・
佐
々
木
マ
キ
『
ふ
し
ぎ
な
図
書
館
』（
二
〇
〇
八
年
・
講
談
社
文
庫
）

❶ 

指
導
者
の
た
め
の
参
考
文
献

❷ 

学
習
者
の
た
め
の
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
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4
学
習
指
導
の
展
開
と
評
価

知
識
・
技
能
1
言
葉
に
は
、
想
像
や
心
情
を
豊
か
に
す
る
働
き
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
。（
⑴
ア
）

知
識
・
技
能
2
人
間
、
社
会
、
自
然
な
ど
に
対
す
る
も
の
の
見
方
、
感
じ
方
、
考
え
方
を
豊
か
に
す
る
読
書
の
意
義
と
効
用
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
る
。（
⑶
イ
）

思
考
・
判
断
・
表
現
1
文
章
の
種
類
を
踏
ま
え
て
、
内
容
や
構
成
、
展
開
、
描
写
の
仕
方
な
ど
を
的
確
に
捉
え
て
い
る
。（
読
ア
）

思
考
・
判
断
・
表
現
2
作
品
の
内
容
や
解
釈
を
踏
ま
え
、
人
間
、
社
会
、
自
然
な
ど
に
対
す
る
も
の
の
見
方
、
感
じ
方
、
考
え
方
を
深
め
て
い
る
。（
読
カ
）

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

進
ん
で
言
葉
に
は
想
像
や
心
情
を
豊
か
に
す
る
働
き
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
文
章
の
種
類
を
踏
ま
え
て
内
容
や
構
成
、
展
開
、
描
写
の
仕
方
な
ど

を
的
確
に
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

時
間

学
習
活
動

指
導
上
の
留
意
点

第1時限

導
入

１　

全
文
を
黙
読
し
、
疑
問
点
や
感
想
を
メ
モ
す
る
。

２　

全
文
を
音
読
す
る
。

３　

疑
問
点
を
発
表
し
、
教
室
で
共
有
す
る
。

 ●
語
句
の
意
味
や
漢
字
の
読
み
を
確
認
さ
せ
る
。    

 ●
ど
こ
に
疑
問
を
抱
く
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
学
習
者
一
人
一
人
の
個

性
が
現
れ
る
。
疑
問
点
の
共
有
は
協
働
的
な
学
習
の
出
発
点
で
あ
る
。

展
開
1

４　

少
年
に
と
っ
て
「
夜
中
の
汽
笛
」
と
は
何
だ
っ
た
か
、
説
明
す
る
。

５　

小
説
の
語
り
手
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

６　
「
女
の
子
」「
男
の
子
」「
少
女
」「
少
年
」
の
使
い
分
け
に
は
ど
の
よ
う
な
意
味

が
あ
る
か
、
考
え
る
。

７　
「
そ
こ
に
は
き
っ
と
何
か
お
話
が
あ
る
に
違
い
な
い
。」（
12
・
3
）
と
あ
る
が
、

こ
れ
は
誰
の
判
断
か
、
考
え
る
。

８　

こ
の
小
説
の
地
の
文
に
は
過
去
形
が
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
こ
と
が
小

説
に
ど
の
よ
う
な
印
象
を
も
た
ら
し
て
い
る
か
、
考
え
る
。

 ●
４
は
、
少
年
の
語
っ
た
話
の
内
容
に
沿
っ
て
「
夜
中
の
汽
笛
」
の
意

味
を
読
み
取
る
課
題
で
あ
る
。
細
部
の
読
み
に
入
る
前
に
小
説
の
内

容
を
大
き
く
捉
え
て
お
く
課
題
と
位
置
づ
け
る
と
よ
い
。（
発
問
例

参
照
）

 ●
５
は
、
ま
ず
二
種
類
の
語
り
手
に
つ
い
て
板
書
な
ど
を
用
い
て
解
説

し
、
そ
の
上
で
こ
の
小
説
の
語
り
手
は
ど
ち
ら
の
タ
イ
プ
か
を
考
え

さ
せ
る
。（
板
書
例
参
照
）

 ●
６
〜
８
は
、
語
り
手
を
意
識
し
、
い
か
に
語
ら
れ
て
い
る
か
に
着
目

し
て
読
む
課
題
で
あ
る
。（
発
問
例
参
照
）

❶ 
評
価
規
準

❷ 

学
習
指
導
の
展
開
例 

﹇
３
時
間
を
想
定
﹈

小
説
の
言
葉
・

詩
の
言
葉

一

夜中の汽笛について、あるいは物語の効用について

評価

次
時
と
合
わ
せ
て
行
う
。

第2時限

展
開
2

１　
「
少
女
」
は
「
少
年
の
短
い
物
語
」（
14
・
13
）
を
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
た

の
か
、
話
し
合
う
。 

課
題
Ａ
一

２　
「
夜
中
の
汽
笛
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
物
語
の
効
用
に
つ
い
て
」
と
い
う
長

い
表
題
の
効
果
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

３　
「
物
語
の
効
用
」
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
、
話
し
合
う
。 

課
題
Ａ
二

 ●
１
は
次
時
の
課
題
Ｂ
に
つ
な
が
る
課
題
で
あ
る
。
少
女
は
ど
の
よ
う

な
返
事
を
期
待
し
て
い
た
の
か
を
考
え
さ
せ
る
と
、
解
答
の
幅
が
広

が
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

 ●
２
・
３
は
表
題
を
読
む
課
題
で
あ
る
。
こ
の
表
題
を
不
思
議
だ
、
あ

る
い
は
お
も
し
ろ
い
と
感
じ
る
と
こ
ろ
か
ら
批
評
的
な
読
み
が
始

ま
る
。
初
読
時
に
こ
の
点
に
触
れ
た
疑
問
や
感
想
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ

教
室
で
共
有
し
て
お
き
た
い
。（
発
問
例
参
照
）

評価

次
時
と
合
わ
せ
て
行
う
。

第3時限

ま
と
め

１　
「
少
女
」
が
「
少
年
」
に
語
る
物
語
を
創
作
す
る
。 

課
題
Ｂ

２　

自
作
朗
読
会
を
開
い
て
、
作
品
（「
少
女
の
物
語
」）
を
発
表
し
合
う
。

 ●
小
説「
夜
中
の
汽
笛
に
つ
い
て
、あ
る
い
は
物
語
の
効
用
に
つ
い
て
」

で
は
表
題
が
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
続
け
る
少

女
の
物
語
で
も
や
は
り
表
題
に
意
味
を
持
た
せ
、
連
作
短
篇
の
よ
う

な
形
に
す
る
の
が
望
ま
し
い
。

 ●
発
表
の
形
態
は
自
作
朗
読
会
以
外
に
、
作
品
集
の
制
作
、
原
稿
の
回

し
読
み
な
ど
が
あ
る
。
教
室
の
事
情
に
合
わ
せ
て
、
ペ
ン
ネ
ー
ム
を

使
う
な
ど
の
工
夫
が
あ
っ
て
も
よ
い
。

評価

知
識
・
技
能

１
ア
・
３
イ

評
価
の
実
際
▼
想
像
や
心
情
を
豊
か
に
す
る
言
葉
の
力
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
人
間
、
社
会
、
自
然
な
ど
に
対
す
る
も
の
の
見
方
、
感
じ
方
、

考
え
方
を
豊
か
に
す
る
読
書
の
意
義
と
効
用
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
る
。﹇
行
動
の
観
察
﹈

思
考
・
判
断
・
表
現
読
ア
・
カ

評
価
の
実
際
▼
小
説
と
い
う
形
式
の
構
成
や
展
開
、
描
写
の
仕
方
な
ど
を
的
確
に
捉
え
た
う
え
で
、
作
品
の
内
容
や
解
釈
を
踏
ま
え
、
人
間
、
社
会
、

自
然
な
ど
に
対
す
る
も
の
の
見
方
、
感
じ
方
、
考
え
方
を
深
め
て
い
る
。﹇
記
述
の
分
析
﹈

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

評
価
の
実
際
▼
進
ん
で
言
葉
に
は
想
像
や
心
情
を
豊
か
に
す
る
働
き
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
文
章
の
種
類
を
踏
ま
え
て
内
容
や
構
成
、
展
開
、

描
写
の
仕
方
な
ど
を
的
確
に
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
。﹇
行
動
の
観
察
﹈
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5
教
材
の
解
説

﹇
200
字
﹈　
少
女
に
「
ど
れ
く
ら
い
私
の
こ
と
を
好
き
？
」
と
尋
ね
ら
れ
た
少
年
は
、
物

語
で
答
え
る
。
夜
中
に
目
が
覚
め
る
と
自
分
は
ま
っ
た
く
の
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
で
、
世
界

か
ら
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
、
ま
る
で
鉄
の
箱
に
詰
め
ら
れ
て
海
に
沈
め
ら
れ
て
い
る
よ

❶ 
大
意

う
だ
と
思
う
。
そ
の
時
、
遠
く
で
汽
笛
の
音
が
し
て
、
そ
れ
を
聞
い
て
い
る
と
い
つ
の

間
に
か
浮
上
し
始
め
、
こ
の
世
界
に
戻
っ
て
く
る
、
そ
れ
は
汽
笛
の
せ
い
だ
、
そ
し
て

そ
の
汽
笛
と
同
じ
く
ら
い
君
の
こ
と
を
愛
し
て
い
る
、
と
少
年
は
語
る
。
次
は
少
女
が

語
る
番
で
あ
る
。（
201
字
）

﹇
100
字
﹈　
少
女
に
「
ど
れ
く
ら
い
私
の
こ
と
を
好
き
？
」
と
尋
ね
ら
れ
た
少
年
は
、
夜

中
に
ひ
と
り
目
覚
め
る
と
き
の
絶
望
的
な
孤
独
感
と
、
そ
の
孤
独
の
底
か
ら
救
い
出
し

て
く
れ
る
夜
中
の
汽
笛
に
つ
い
て
語
り
、
そ
の
汽
笛
と
同
じ
く
ら
い
少
女
を
愛
し
て
い

る
と
答
え
る
。（
101
字
）

第
一
段

初
め
〜
〜
13
・
13
「
…
少
し
間
を
置

く
。」

「
ど
れ
く
ら
い
私
の
こ
と
を
好
き
？
」

少
女
に
「
ど
れ
く
ら
い
私
の
こ
と
を
好
き
？
」
と
尋
ね
ら
れ
た
少
年
は
、
物
語
で
答
え
る
。
夜
中
に
目
が
覚
め
る
と
自
分
は
ま
っ

た
く
の
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
で
、
世
界
か
ら
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
、
ま
る
で
鉄
の
箱
に
詰
め
ら
れ
て
海
に
沈
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
、
と

少
年
は
語
る
。

第
二
段

13
・
14
「『
で
も
そ
の
と
き
…
」
〜

終
わ
り

夜
中
の
汽
笛
と
同
じ
く
ら
い
好
き
だ

そ
の
時
、
遠
く
で
汽
笛
の
音
が
し
て
、
そ
れ
を
聞
い
て
い
る
と
い
つ
の
間
に
か
浮
上
し
始
め
、
こ
の
世
界
に
戻
っ
て
く
る
、
そ
れ

は
み
ん
な
そ
の
小
さ
な
汽
笛
の
せ
い
だ
、
そ
し
て
そ
の
汽
笛
と
同
じ
く
ら
い
僕
は
君
の
こ
と
を
愛
し
て
い
る
、
と
少
年
は
語
る
。
次

は
少
女
が
語
る
番
で
あ
る
。

❷ 

全
体
の
構
成

小
説
の
言
葉
・

詩
の
言
葉

一

夜中の汽笛について、あるいは物語の効用について

12
ペ
ー
ジ

【
通
読
し
て
】

問 

物
語
の
語
り
手
に
は
、
物
語
世
界
の
外
部
に
い

る
語
り
手
（
登
場
人
物
で
は
な
い
語
り
手
）
の

場
合
と
、
物
語
の
登
場
人
物
が
語
り
手
に
な
る

場
合
と
が
あ
る
。
こ
の
小
説
の
語
り
手
は
ど
ち

ら
の
タ
イ
プ
か
。

答 

物
語
世
界
の
外
部
に
い
る
語
り
手
。

▼ 

読
者
は
語
り
手
の
言
葉
を
通
し
て
物
語
世
界
を

理
解
す
る
。
い
か
に
語
ら
れ
て
い
る
か
を
問
題

に
す
る
た
め
に
は
語
り
手
の
存
在
を
意
識
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

《
板
書
例
》

物
語
に
は
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る

Ａ 

物
語
世
界
の
外
部
に
い
る
語
り
手
が
語
る

物
語

Ｂ*

物
語
の
登
場
人
物
が
語
り
手
に
な
る
物
語

　
　
　

*

主
人
公
と
は
限
ら
な
い
。

（
注
）
小
説
の
語
り
手
と
実
在
の
人
物
で
あ
る
作
家
と

は
区
別
さ
れ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
注
意
を
促
し
た

い
（
教
科
書
44
ペ
ー
ジ
の
コ
ラ
ム
「
文
学
を
読
む
た

め
に　

語
り
手
」
参
照
）。

❹ 

語
句
・
文
脈
の
解
説

【
細
部
を
読
む
】

１ 

女
の
子
が
男
の
子
に
質
問
す
る
。「
あ
な
た
は
ど
れ

く
ら
い
私
の
こ
と
を
好
き
？
」　

物
語
は
こ
の
よ
う

に
語
り
出
さ
れ
る
。
こ
こ
で
早
く
も
読
者
は
二
つ
の

問
い
の
前
に
立
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
つ
は
、

な
ぜ
「
女
の
子
」「
男
の
子
」
な
の
か
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
ど
う
し
て
「
質
問
す
る
」

な
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
も
し
こ
の
小

説
の
語
り
出
し
が
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
ら
、
何
が
ど

う
変
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

少
女
が
少
年
に
質
問
し
た
。「
あ
な
た
は
ど
れ
く

ら
い
私
の
こ
と
を
好
き
？
」 

わ
ず
か
の
こ
と
で
あ
り
、
気
に
す
る
ほ
ど
の
こ
と

で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
好
み
の
問
題
か
も
し
れ

な
い
。
け
れ
ど
も
こ
う
や
っ
て
比
べ
て
み
る
と
、
確

か
に
そ
こ
に
違
い
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
違

い
の
前
に
立
ち
止
ま
る
こ
と
。
立
ち
止
ま
っ
て
考
え

て
み
る
こ
と
。
そ
こ
か
ら
〈
細
部
〉
の
読
み
が
始
ま

る
。
答
え
を
急
ぐ
の
は
や
め
よ
う
。
大
事
な
こ
と
は
、

「
違
う
ね
」
と
言
っ
て
立
ち
止
ま
る
こ
と
だ
。
あ
り

得
た
か
も
し
れ
な
い
多
く
の
可
能
性
の
中
か
ら
一
つ

を
選
び
取
る
作
家
の
、
ほ
と
ん
ど
無
意
識
か
も
し
れ

な
い
選
択
の
一
つ
一
つ
に
、
小
説
と
は
何
か
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
の
投
げ
か
け
が
あ
る
。
そ
の
投
げ
か

け
に
、
読
者
は
そ
の
都
度
向
き
合
い
な
が
ら
読
み
進

め
て
い
く
の
だ
。
読
む
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
際

限
な
い
作
家
と
読
者
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
な
の
で
あ

る
。

❸ 

展
開
図

文
学
国
語
へ
の
い
ざ
な
い
│
│
小
説
の
言
葉
│
│

① 〝
何
が
語
ら
れ
て
い
る
か
〞
か
ら

　

 〝
い
か
に
語
ら
れ
て
い
る
か
〞
へ

　

●
〈
細
部
〉
を
読
む

② 

地
の
文
の
言
葉
を
読
む

　

●
語
り
出
し
に
は
多
く
の
情
報
が
詰
ま
っ
て
い
る

　

●
男
の
子
・
女
の
子
・
少
年
・
少
女
（
人
物
呼
称
）

　

●〝
過
去
形
〞
が
現
れ
な
い
（
時
の
表
現
）

　

●
小
説
の
語
り
手
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か

　
　
　

コ
ラ
ム
「
文
学
を
読
む
た
め
に　

語
り
手
」
参
照

③ 

会
話
の
言
葉
を
読
む
│
│
少
年
の
物
語

　

●「
夜
中
の
汽
笛
く
ら
い
」
│
│
イ
メ
ー
ジ
の
跳
躍

　
　

★
形
の
な
い
も
の
に
形
を
与
え
る

④ 

物
語
へ
の
促
し
│
│
少
女
の
位
置

　

●「
そ
こ
に
は
き
っ
と
何
か
お
話
が
あ
る
に
違
い
な
い
。」

⑤ 

表
題
を
読
む
│
│
「
あ
る
い
は
」
の
効
果

　

●〝
物
語
の
効
用
〞
と
は
何
か
？
│
│
価
値
の
反
転

⑥ 

小
説
を
読
む
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か

　

●
少
女
は
「
少
年
の
物
語
」
を
ど
の
よ
う
に
聴
い
た
か

　

●
多
様
な
解
釈
が
あ
る
！

　

●〈
物
語
の
力
〉
と
は
何
か
？

　
　

★
物
語
と
い
う
形
で
し
か
伝
え
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
る

06高　内容解説資料 精選 文学国語　指導書『指導資料』見本



42

第一部　㊀小説の言葉・詩の言葉

問 

「
女
の
子
」「
男
の
子
」「
少
女
」「
少
年
」
の
使

い
分
け
に
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
か
。

答 
「
女
の
子
」「
男
の
子
」
と
い
う
言
い
方
が
用
い

ら
れ
る
の
は
冒
頭
の
み
で
あ
り
、
二
回
目
以
降

は
「
少
女
」「
少
年
」
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の

使
い
分
け
は
、
英
語
に
お
け
る a girl

－she

、

a boy

－he 
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、「
少
年
は
し
ば
ら
く
考
え
て
か
ら
」

の
「
少
年
」
は
「
質
問
さ
れ
た
そ
の
男
の
子
」

を
、「
少
女
は
黙
っ
て
話
の
続
き
を
待
つ
」
の

「
少
女
」
は
「
質
問
し
た
そ
の
女
の
子
」
を
指

し
て
い
る
、「
少
年
」「
少
女
」
は
人
称
代
名
詞

の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

▼ 

作
中
一
箇
所
だ
け
「
彼
」
と
い
う
言
葉
が
用
い

ら
れ
て
い
る
が（「
彼
は
話
し
始
め
る
」12
・
4
）、

他
は
す
べ
て
「
少
年
」「
少
女
」
が
用
い
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
す
べ
て
を
「
男
の
子
」「
女

の
子
」
に
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
だ
か

ら
と
い
っ
て
、「
彼
」
あ
る
い
は
「
彼
女
」
と

い
う
言
い
方
に
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。「
男
の
子
」
と
「
女
の
子
」
が

会
話
を
し
て
い
る
の
で
あ
り
、「
彼
」
と
「
彼

女
」
が
会
話
し
て
い
る
の
で
は
な
い
、
英
語
な

ら
ば
人
称
代
名
詞
に
置
き
換
え
て
済
む
と
こ
ろ

が
日
本
語
で
は
そ
う
は
い
か
な
い
、he 

や 
she 

の
訳
語
と
し
て
定
着
し
て
い
る
か
に
見
え

る
「
彼
」
と
「
彼
女
」
で
は
、
こ
の
小
説
の
大

事
な
と
こ
ろ
が
伝
わ
ら
な
い
、だ
か
ら「
少
年
」

「
少
女
」
と
い
う
言
葉
が
選
び
取
ら
れ
た
の
だ

と
考
え
ら
れ
る
。

 

（
補
説
）
本
教
材
の
扱
い
と
し
て
は
、
あ
く
ま

で
小
説
の
言
葉
と
の
つ
き
合
い
方
と
い
う
一
般

論
的
な
立
場
を
守
り
、
作
家
論
に
類
す
る
こ
と

に
は
極
力
踏
み
込
ま
な
い
よ
う
に
心
が
け
た
い

と
思
う
が
、
冒
頭
の
一
文
の
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン

ス
に
関
わ
る
こ
と
で
も
あ
る
の
で
、
少
し
だ
け

言
及
す
る
。

 

　
村
上
作
品
に
は
「
女
の
子
」
と
い
う
言
葉
が

し
ば
し
ば
現
れ
る
。
例
え
ば
―
―

 

　 

女
の
子
と
い
う
の
は
実
に
い
ろ
ん
な
可
能
性

を
思
い
つ
く
も
の
だ
と
僕
は
感
心
す
る
。

 

（「
カ
ン
ガ
ル
ー
日
和
」）

 
　 

僕
は
あ
き
ら
め
て
新
聞
を
眺
め
る
。
こ
れ
ま

で
女
の
子
と
議
論
し
て
勝
っ
た
こ
と
な
ん
て

一
度
も
な
い
の
だ
。

 

（
同
右
）

 

　 

四
月
の
あ
る
晴
れ
た
朝
、
原
宿
の
裏
通
り
で

僕
は
1
0
0
パ
ー
セ
ン
ト
の
女
の
子
と
す
れ

違
う
。

 

（「
四
月
の
あ
る
晴
れ
た
朝
に

 

1
0
0
パ
ー
セ
ン
ト
の
女
の
子
に

 

出
会
う
こ
と
に
つ
い
て
」）

 

　
右
の
例
の
「
女
の
子
」
は
本
教
材
の
「
女
の

子
」
よ
り
年
齢
は
ず
っ
と
上
で
、「
女
の
子
」

の
年
齢
に
は
幅
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ

は
村
上
作
品
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、「
女

の
子
」
と
い
う
言
葉
は
、「
子
ど
も
」
で
は
な

い
女
性
に
対
し
て
も
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
す
で

に
辞
書
な
ど
に
も
説
明
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ

る
。
た
だ
し
、
右
の
「
カ
ン
ガ
ル
ー
日
和
」
の

例
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
男
性
の
口
か
ら

「
女
の
子
」と
い
う
言
葉
が
語
ら
れ
る
場
合
に
は
、

相
手
は
自
分
と
は
異
な
る
原
理
で
動
く
存
在
だ
、

よ
く
わ
か
ら
な
い
生
き
物
だ
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン

ス
が
伴
う
こ
と
が
多
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

「
女
の
子
」
と
い
う
言
葉
は
、
対
象
を
個
と
し

て
で
は
な
く
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
把
握
す
る
語

り
手
の
意
識
を
映
し
だ
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
間
違
い
な
い
。「
夜
中
の
汽
笛
に
つ
い
て
、

あ
る
い
は
物
語
の
効
用
に
つ
い
て
」
の
冒
頭
に

戻
ろ
う
。「
あ
な
た
は
ど
れ
く
ら
い
私
の
こ
と

を
好
き
？
」
と
い
う
質
問
自
体
が
、〈
い
か
に

も「
女
の
子
」の
し
そ
う
な
質
問
で
し
ょ
う
？
〉

と
い
う
言
外
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
含
ん
で
い
る
よ

う
に
見
え
る
。〈
あ
あ
、
あ
る
ね
、
そ
う
い
う

こ
と
〉
と
読
者
に
思
わ
せ
る
よ
う
な
語
り
方
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

 

　「
私
の
ヘ
ア
・
ス
タ
イ
ル
好
き
？
」

 

　「
す
ご
く
良
い
よ
」

 

　「
ど
れ
く
ら
い
良
い
？
」
と
緑
が
訊
い
た
。

 

　 「
世
界
中
の
森
の
木
が
全
部
倒
れ
る
く
ら
い

小
説
の
言
葉
・

詩
の
言
葉

一

夜中の汽笛について、あるいは物語の効用について

素
晴
し
い
よ
」
と
僕
は
言
っ
た
。

 

　「
本
当
に
そ
う
思
う
？
」

 

　「
本
当
に
そ
う
思
う
」

 

（『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
（
下
）』
第
十
章
）

 

　「
女
の
子
」
の
欲
し
が
っ
て
い
る
よ
う
な
答

え
を
、
し
か
も
予
想
を
超
え
る
答
え
を
差
し
出

す
「
僕
」
│
│
も
し
こ
の
よ
う
な
読
み
方
が
正

し
い
と
し
た
ら
、「
夜
中
の
汽
笛
に
つ
い
て
、

あ
る
い
は
物
語
の
効
用
に
つ
い
て
」
の
読
者
は
、

少
年
の
物
語
を
ど
の
よ
う
に
読
め
ば
い
い
の
だ

ろ
う
か
。
少
年
は
物
語
の
中
で
何
を
語
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
て
私
た
ち
は
ま
た
あ
ら
た

な
問
い
の
前
に
立
つ
こ
と
に
な
る
。

問 

小
説
の
語
り
出
し
が
「
女
の
子
が
男
の
子
に
質

問
す
る
。」
で
は
な
く
、「
女
の
子
が
男
の
子
に

質
問
し
た
。」
に
な
っ
て
い
た
ら
、
小
説
の
印

象
は
ど
う
変
わ
る
か
。

答 

「
質
問
し
た
」
の
場
合
に
は
、
過
去
の
出
来
事

と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、「
質

問
す
る
」
の
場
合
に
は
、
今
、
読
者
の
目
の
前

で
（
あ
る
い
は
語
り
手
の
頭
の
中
で
）
そ
の
出

来
事
が
起
こ
る
と
い
う
印
象
に
な
る
。

▼ 

小
説
の
語
り
手
は
自
分
が
知
ら
な
い
こ
と
に
つ

い
て
は
語
り
得
な
い
。
そ
し
て
、
多
く
の
場
合
、

語
り
手
が
語
る
の
は
す
で
に
起
こ
っ
て
し
ま
っ

た
出
来
事
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
す
で

に
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
は
物
語
世
界

内
の
出
来
事
と
し
て
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
村

上
春
樹
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
物
語
と
い
う
場

所
」
で
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
）。
そ
の
意
味
で
、

「
女
の
子
が
男
の
子
に
質
問
す
る
。」
よ
り
「
女

の
子
が
男
の
子
に
質
問
し
た
。」
と
い
う
過
去

形
を
用
い
た
書
き
出
し
の
方
が
、
確
か
に
そ
う

い
う
こ
と
が
あ
っ
た
の
だ
と
い
う
感
じ
が
し
て
、

出
来
事
の
輪
郭
は
明
瞭
に
な
る
。
小
説
の
書
き

出
し
と
し
て
も
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
で
あ
る
。
も

っ
と
も
、
小
説
は
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
で
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
ま
た
、

オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
小
説
で
は
出
来
事
を
語
る

際
に
常
に
過
去
形
が
用
い
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

で
も
な
い
。
実
際
、
英
語
の
よ
う
な
〝
時
制
の

縛
り
〞
が
な
い
日
本
語
で
は
、
過
去
の
出
来
事

で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
今
ま
さ
に
目
の
前
で
起

こ
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
（
つ
ま
り
場
面
喚
起

的
に
）
描
か
れ
る
場
合
に
は
、
か
な
り
自
由
に

現
在
形
が
用
い
ら
れ
る
。
右
の
発
問
は
、
こ
の

よ
う
な
小
説
に
お
け
る
時
の
表
現
と
語
り
方
の

問
題
に
意
識
的
な
眼
を
向
け
る
こ
と
を
ね
ら
い

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
で
は
そ
の
意
識
的
な
眼

の
先
に
何
が
捉
え
ら
れ
る
の
か
。
残
念
な
が
ら

そ
れ
は
こ
の
発
問
の
射
程
外
で
あ
る
。
そ
れ
を

問
題
に
す
る
に
は
、
も
う
少
し
小
説
を
読
み
進

ん
で
、
ま
た
別
の
問
い
を
用
意
す
る
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。

 

（
補
足
）
実
は
こ
の
小
説
で
は
所
謂
過
去
形
が

一
度
も
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
何
ら
か
の
意
図

が
あ
っ
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
明
確
な
こ

と
は
言
え
な
い
。『
夜
の
く
も
ざ
る
』
に
は
こ

の
よ
う
な
小
説
が
い
く
つ
か
あ
る
。

２ 

少
年
は
し
ば
ら
く
考
え
て
か
ら
、静
か
な
声
で
、「
夜

中
の
汽
笛
く
ら
い
」
と
答
え
る
。　
思
い
が
け
な
い

答
え
が
返
っ
て
く
る
。「
夜
中
の
汽
笛
」
と
は
何
だ

ろ
う
か
。「
夜
中
の
汽
笛
く
ら
い
」
と
は
ど
の
く
ら

い
を
言
う
の
だ
ろ
う
か
。
あ
ま
り
に
唐
突
で
、
ど
こ

に
も
手
が
か
り
が
な
い
。
こ
の
ど
こ
に
も
手
が
か
り

が
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
こ
こ
で
は
重
要
で
あ
る
。

問
い
と
答
え
を
い
く
ら
眺
め
て
も
、
両
岸
を
架
橋
す

る
も
の
は
見
え
な
い
。
隔
た
っ
た
も
の
を
つ
な
い
で

い
る
の
は
少
年
と
い
う
存
在
そ
の
も
の
だ
か
ら
で
あ

る
。
読
者
は
、
少
年
が
語
り
出
す
の
を
待
つ
よ
り
ほ

か
な
い
の
だ
。

 

（
補
説
）
こ
う
し
た
〝
跳
躍
〞
は
村
上
作
品
の
愛
読

者
に
は
す
で
に
お
馴
染
み
の
も
の
で
あ
る
に
違
い
な

い
。『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
に
次
の
よ
う
な
一
節
が

あ
る
。

　「
も
っ
と
素
敵
な
こ
と
言
っ
て
」

　「
君
が
大
好
き
だ
よ
、
ミ
ド
リ
」

　「
ど
れ
く
ら
い
好
き
？
」

　「
春
の
熊
く
ら
い
好
き
だ
よ
」

　 「
春
の
熊
？
」
と
緑
が
ま
た
顔
を
上
げ
た
。「
そ
れ

何
よ
、
春
の
熊
っ
て
？
」

　 「
春
の
野
原
を
君
が
一
人
で
歩
い
て
い
る
と
ね
、
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向
う
か
ら
ビ
ロ
ー
ド
み
た
い
な
毛
な
み
の
目
の
く

り
っ
と
し
た
可
愛
い
子
熊
が
や
っ
て
く
る
ん
だ
。

そ
し
て
君
に
こ
う
言
う
ん
だ
よ
。『
今
日
は
、
お

嬢
さ
ん
、
僕
と
一
緒
に
転
が
り
っ
こ
し
ま
せ
ん

か
』
っ
て
言
う
ん
だ
。
そ
し
て
君
と
子
熊
で
抱
き

あ
っ
て
ク
ロ
ー
バ
ー
の
茂
っ
た
丘
の
斜
面
を
こ
ろ

こ
ろ
と
転
が
っ
て
一
日
中
遊
ぶ
ん
だ
。
そ
う
い
う

の
っ
て
素
敵
だ
ろ
？
」

　
「
す
ご
く
素
敵
」

　
「
そ
れ
く
ら
い
君
の
こ
と
が
好
き
だ
」

（『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
（
下
）』
第
九
章
）

こ
こ
に
も
小
さ
な
物
語
が
あ
る
。
た
だ
し
そ
の
物

語
の
味
わ
い
は
か
な
り
異
な
る
。
今
我
々
が
問
題
に

し
て
い
る
「
夜
の
汽
笛
」
に
は
、
お
ね
だ
り
さ
れ
て

語
る
「
春
の
熊
」
に
は
な
い
、
あ
る
種
の
重
さ
が
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

３ 

少
女
は
黙
っ
て
話
の
続
き
を
待
つ
。
そ
こ
に
は
き
っ

と
何
か
お
話
が
あ
る
に
違
い
な
い
。　

少
女
が
「
黙

っ
て
話
の
続
き
を
待
つ
」
の
は
、「
そ
こ
に
は
き
っ

と
何
か
お
話
が
あ
る
に
違
い
な
い
」
と
思
う
か
ら
で

あ
る
。
既
に
見
た
よ
う
に
、「
あ
な
た
は
ど
れ
く
ら

い
私
の
こ
と
を
好
き
？
」
と
い
う
少
女
の
質
問
と

「
夜
中
の
汽
笛
く
ら
い
」
と
い
う
少
年
の
答
え
と
の

間
に
は
少
年
が
自
ら
明
か
さ
な
け
れ
ば
決
し
て
埋
め

ら
れ
な
い
溝
（
あ
る
い
は
距
離
）
が
あ
る
。
こ
れ
は

物
語
へ
の
促
し
で
あ
る
。
問
い
と
答
え
を
結
ん
で
い

る
の
は
論
理
的
な
関
係
（
因
果
関
係
）
で
は
な
く
少

年
固
有
の
物
語
（
少
年
の
物
語
）
な
の
で
あ
る
。
こ

こ
に
こ
そ
村
上
作
品
に
お
け
る
物
語
の
位
置
が
あ
る
。

村
上 

僕
は
僕
の
心
の
中
に
深
く
暗
い
豊
か
な
世

界
を
抱
え
て
い
る
し
、
あ
な
た
も
ま
た
あ
な
た
の

心
の
中
に
深
く
暗
い
豊
か
な
世
界
を
抱
え
て
い
る
。

そ
う
い
う
意
味
合
い
に
お
い
て
は
、
た
と
え
僕
が

東
京
に
住
ん
で
い
て
、
あ
な
た
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
住
ん
で
い
て
も
（
あ
る
い
は
テ
ィ
ン
ブ
ク
ト
ゥ

に
住
ん
で
い
て
も
、
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
に
住
ん
で
い

て
も
）、
我
々
は
場
所
と
は
関
係
な
く
同
質
の
も

の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
に
抱
え
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
し
て
そ
の
同
質
さ
を
ず
っ
と
深
い
場
所
ま

で
、
注
意
深
く
た
ど
っ
て
い
け
ば
、
我
々
は
共
通

の
場
所
に
│
│
物
語
と
い
う
場
所
に
│
│
住
ん
で

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

（『
夢
を
見
る
た
め
に
毎
朝
僕
は
目
覚
め
る
の

で
す　

村
上
春
樹
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
集1997-

2011
』）

少
女
は
黙
っ
て
話
の
続
き
を
待
つ
。
│
│
促
さ
れ

て
、
物
語
は
語
り
出
さ
れ
る
。
そ
れ
は
個
の
深
み
に

下
り
て
い
く
道
で
あ
り
、
ず
っ
と
深
い
場
所
で
他
者

に
開
か
れ
て
い
る
、
希
望
に
支
え
ら
れ
た
道
で
あ
る
。

希
望
な
く
し
て
、
ど
う
し
て
語
り
出
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

問 

「
そ
こ
に
は
き
っ
と
何
か
お
話
が
あ
る
に
違
い

な
い
。」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
誰
の
判
断
か
。

答  

少
女

▼ 

「
そ
こ
に
は
き
っ
と
何
か
お
話
が
あ
る
に
違
い

な
い
。」
は
、
少
し
後
の
「
た
ぶ
ん
わ
か
る
と

思
う
。」
同
様
、
少
女
の
内
言
（
内
言
語 

internal speech

）
で
あ
り
、
語
り
手
が
少

女
の
内
面
を
直
接
描
き
だ
し
た
も
の
で
あ
る
。

小
説
中
、
語
り
手
が
少
年
の
内
面
を
直
接
描
い

た
箇
所
は
な
い
。
語
り
手
が
少
女
の
内
言
を
描

き
だ
す
の
に
は
理
由
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
「
た
ぶ
ん
わ
か
る
と
思
う
。」
の
と
こ
ろ
で

解
説
す
る
。

４ 「
あ
る
と
き
、
夜
中
に
ふ
と
目
が
覚
め
る
」
と
彼
は

話
し
始
め
る
。「
正
確
な
時
刻
は
わ
か
ら
な
い
。
た
ぶ

ん
二
時
か
三
時
か
、
そ
ん
な
も
の
だ
と
思
う
。
…
…

時
計
は
と
ま
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
な
。　

「
あ
る
と
き
、
夜
中
に
ふ
と
目
が
覚
め
る
」
│
│
言

葉
と
と
も
に
、
も
う
一
人
の
〝
少
年
〞
が
立
ち
上
が

り
、
も
う
一
つ
の
世
界
が
現
れ
る
。〈
物
語
空
間
〉

と
は
、言
葉
が
作
り
あ
げ
る
仮
想
空
間（
想
像
世
界
）

の
こ
と
で
あ
り
、
も
う
一
人
の
〝
少
年
〞
│
「
僕
」

│
は
語
り
手
で
あ
る
少
年
の
ア
バ
タ
ー
（
分
身
）
で

あ
る
。
聞
き
手
で
あ
る
少
女
は
、〈
物
語
空
間
〉
と

い
う
部
屋
に
招
待
さ
れ
、
そ
こ
に
座
り
、
耳
を
澄
ま

す
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
。「
い
い
か
い
、
想
像
し
て

み
て
ほ
し
い
。
あ
た
り
は
真
っ
暗
で
、
な
に
も
見
え

な
い
。
物
音
ひ
と
つ
聞
こ
え
な
い
。
時
計
の
針
が
時

を
刻
む
音
だ
っ
て
聞
こ
え
な
い
│
│
時
計
は
と
ま
っ

て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
な
。」
少
女
は
、
真

夜
中
に
、
物
音
ひ
と
つ
し
な
い
真
っ
暗
な
〈
部
屋
〉

小
説
の
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葉
・

詩
の
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に
、
ひ
と
り
目
覚
め
る
自
分
を
想
像
す
る
。

９ 

そ
し
て
僕
は
突
然
、
自
分
が
知
っ
て
い
る
誰
か
ら
も
、

自
分
が
知
っ
て
い
る
ど
こ
の
場
所
か
ら
も
、
信
じ
ら

れ
な
い
く
ら
い
遠
く
隔
て
ら
れ
、
引
き
離
さ
れ
て
い

る
ん
だ
と
感
じ
る
。
…
…
そ
れ
は
ま
る
で
厚
い
鉄
の

箱
に
詰
め
ら
れ
て
、
深
い
海
の
底
に
沈
め
ら
れ
た
よ

う
な
気
持
な
ん
だ
よ
。
気
圧
の
せ
い
で
心
臓
が
痛
く

て
、
そ
の
ま
ま
ふ
た
つ
に
び
り
び
り
と
張
り
裂
け
て

し
ま
い
そ
う
な
│
│
そ
う
い
う
気
持
っ
て
わ
か
る
か

な
？
」　
少
年
は
、「
愛
」
を
語
る
前
に
ま
ず
孤
独
に

つ
い
て
語
っ
た
。
孤
独
は
絶
望
的
な
距
離
に
置
き
換

え
ら
れ
て
少
女
の
前
に
（
読
者
の
前
に
）
差
し
出
さ

れ
る
。「
自
分
が
、
こ
の
広
い
世
界
の
中
で
誰
か
ら

も
愛
さ
れ
ず
、
誰
か
ら
も
声
を
か
け
ら
れ
ず
、
誰
に

も
思
い
出
し
て
も
も
ら
え
な
い
存
在
に
な
っ
て
し
ま

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
と
え
僕
が
そ
の
ま
ま

消
え
て
し
ま
っ
た
と
し
て
も
誰
も
気
づ
か
な
い
だ
ろ

う
。」
こ
う
い
う
状
況
は
誰
に
と
っ
て
も
想
像
可
能

で
あ
り
、
追
体
験
可
能
で
あ
る
。
こ
の
絶
望
的
状
況

は
「
そ
れ
は
ま
る
で
厚
い
鉄
の
箱
に
詰
め
ら
れ
て
、

深
い
海
の
底
に
沈
め
ら
れ
た
よ
う
な
気
持
な
ん
だ
よ
。

気
圧
の
せ
い
で
心
臓
が
痛
く
て
、
そ
の
ま
ま
ふ
た
つ

に
び
り
び
り
と
張
り
裂
け
て
し
ま
い
そ
う
な
」
で
さ

ら
に
具
体
的
な
、
身
体
に
訴
え
る
イ
メ
ー
ジ
に
置
き

換
え
ら
れ
て
、
い
っ
そ
う
逃
げ
よ
う
も
な
い
も
の
に

な
る
。
程
度
の
差
は
あ
れ
、
だ
れ
に
で
も
窒
息
へ
の

恐
怖
は
あ
る
だ
ろ
う
。
叫
ん
で
も
無
駄
だ
と
考
え
る

だ
け
で
身
体
に
異
変
を
生
じ
て
し
ま
う
。
こ
の
感
情

が
、
少
年
の
絶
望
に
形
を
与
え
る
。
世
界
か
ら
の
隔

絶
が
共
有
可
能
な
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
そ
こ
に
あ
る
。

13
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５ 

│
│
そ
う
い
う
気
持
っ
て
わ
か
る
か
な
？
」
／
少
女

は
う
な
ず
く
。
た
ぶ
ん
わ
か
る
と
思
う
。　

少
年
は

少
女
に
確
認
す
る
。少
女
は
黙
っ
て
う
な
ず
く
。「
た

ぶ
ん
わ
か
る
と
思
う
。」
は
、
す
で
に
見
た
「
そ
こ

に
は
き
っ
と
何
か
お
話
が
あ
る
に
違
い
な
い
。」同
様
、

少
女
の
内
言
（
内
言
語
）
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も

「
た
ぶ
ん
わ
か
る
と
思
う
」
は
微
妙
な
言
い
回
し
で

あ
る
。
語
り
手
と
し
て
は
、
こ
こ
で
少
女
の
う
な
ず

き
が
少
年
の
「
わ
か
る
か
な
？
」
に
対
す
る
反
射
的

な
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
実
際
に
少
年
の
「
気
持
」

を
少
女
な
り
に
理
解
し
た
上
で
の
も
の
で
あ
る
こ
と

を
示
す
必
要
が
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
こ
れ
こ
そ

物
語
の
「
効
用
」
を
読
者
の
前
に
実
証
し
て
み
せ
る

も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。「
少
年
の
物
語
」
は
少

女
の
心
に
届
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
一
方
で

そ
れ
は
「
た
ぶ
ん
わ
か
る
と
思
う
」
と
い
う
や
や
自

信
の
な
い
も
の
で
あ
る
必
要
も
あ
っ
た
。
そ
う
で
な

け
れ
ば
、
な
ぜ
少
女
は
そ
の
絶
望
を
そ
ん
な
に
も
理

解
で
き
る
の
か
と
い
う
少
女
の
側
の
理
由
を
読
者
に

要
求
さ
れ
か
ね
な
い
か
ら
で
あ
る
。
少
女
は
│
│
こ

こ
で
の
少
女
は
と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
│
│
読

者
が
理
解
す
る
程
度
に
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ

れ
は
こ
の
理
解
が
少
女
の
側
の
何
か
特
別
な
経
験
に

よ
る
も
の
で
は
な
く
、
物
語
の
持
つ
力
に
よ
っ
て
得

ら
れ
る
、
い
わ
ば
他
者
に
向
か
っ
て
開
か
れ
た
も
の

で
あ
る
必
要
が
あ
る
か
ら
だ
。
そ
の
意
味
で
、
少
女

は
〝
読
者
の
代
理
〞
な
の
で
あ
る
。

問 

「
少
女
は
う
な
ず
く
。
た
ぶ
ん
わ
か
る
と
思

う
。」
と
あ
る
が
、「
た
ぶ
ん
わ
か
る
と
思
う
」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
こ
と
の
効
果
は
何
か
。

答 

少
女
の
心
の
内
を
知
り
得
る
語
り
手
が
、
少
年

の
言
葉
が
少
女
に
届
い
て
い
る
こ
と
、
心
に
響

い
て
い
る
こ
と
を
読
者
の
前
に
明
ら
か
に
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
物
語
の
効
用
を
視
覚
化
す
る

と
い
う
効
果
が
あ
る
。

▼ 

「
効
果
」を
問
う
問
題
で
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
。

「
わ
か
る
か
な
？
」
と
言
わ
れ
て
う
な
ず
い
て

い
る
の
で
あ
る
か
ら
、「
た
ぶ
ん
わ
か
る
と
思

う
。」
が
な
く
て
も
少
女
が
少
年
の
言
葉
を
受

け
と
め
て
い
る
こ
と
は
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て

こ
こ
で
問
い
が
問
題
に
し
て
い
る
の
は
、
な
く

て
も
伝
わ
る
と
こ
ろ
に
あ
え
て
こ
の
言
葉
が
置

か
れ
て
い
る
こ
と
の
積
極
的
な
意
味
で
あ
る
。

語
り
手
に
は
少
女
の
心
の
内
を
読
者
に
見
せ
る

必
要
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
こ
の
物
語
が
「
夜
中

の
汽
笛
に
つ
い
て
」
語
る
物
語
で
あ
る
と
同
時

に
「
物
語
の
効
用
に
つ
い
て
」
語
る
物
語
で
も

あ
る
と
い
う
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
。
語
り
手

は
、
物
語
の
「
効
用
」
を
読
者
に
見
せ
よ
う
と

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

７ 

少
年
は
続
け
る
。「
そ
れ
は
お
そ
ら
く
人
間
が
生
き

て
い
る
中
で
経
験
す
る
い
ち
ば
ん
辛
い
こ
と
の
ひ
と
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つ
な
ん
だ
。
…
…
そ
れ
は
た
と
え
な
ん
か
じ
ゃ
な
い
。

ほ
ん
と
う
の
こ
と
な
ん
だ
よ
。
そ
れ
が
真
夜
中
に
ひ

と
り
ぼ
っ
ち
で
、
目
を
覚
ま
す
こ
と
の
意
味
な
ん
だ
。

そ
れ
も
わ
か
る
？
」　

こ
こ
に
も
「
あ
な
た
は
ど
れ

く
ら
い
私
の
こ
と
を
好
き
？
」
と
同
じ
構
図
が
あ
る
。

愛
と
同
じ
よ
う
に
、
孤
独
の
辛
さ
も
「
ど
れ
く
ら
い

か
」
を
言
葉
に
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
本
物
の
感
情

の
前
に
は
ど
ん
な
言
葉
も
誇
張
に
聞
こ
え
る
。「
ほ

ん
と
う
に
そ
の
ま
ま
死
ん
で
し
ま
い
た
い
く
ら
い
悲

し
く
て
辛
い
気
持
だ
。
い
や
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
、
死

ん
で
し
ま
い
た
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
じ
ゃ
な
く
て
、

そ
の
ま
ま
放
っ
て
お
け
ば
、
箱
の
中
の
空
気
が
薄
く

な
っ
て
実
際
に
死
ん
で
し
ま
う
は
ず
だ
。
そ
れ
は
た

と
え
な
ん
か
じ
ゃ
な
い
。
ほ
ん
と
う
の
こ
と
な
ん
だ

よ
。」
と
少
年
は
言
う
。「
た
と
え
」
が
喩
え
に
終
わ

ら
ず
現
実
に
な
る
な
ら
ば
、
確
か
に
そ
の
感
情
が
本

物
で
あ
る
こ
と
の
証
明
に
な
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
そ

れ
は
や
は
り
物
語
の
中
に
と
ど
ま
る
。
物
語
を
信
じ

る
か
ど
う
か
は
少
女
次
第
で
あ
る
。

13 

少
女
は
ま
た
黙
っ
て
う
な
ず
く
。
少
年
は
少
し
間
を

置
く
。
／
「
で
も
そ
の
と
き
ず
っ
と
遠
く
で
汽
笛
の

音
が
聞
こ
え
る
。
そ
れ
は
ほ
ん
と
う
に
ほ
ん
と
う
に

遠
い
汽
笛
な
ん
だ
。
…
…
そ
れ
は
み
ん
な
そ
の
小
さ

な
汽
笛
の
せ
い
な
ん
だ
ね
。
聞
こ
え
る
か
聞
こ
え
な

い
か
、
そ
れ
く
ら
い
微
か
な
汽
笛
の
せ
い
な
ん
だ
。

そ
し
て
僕
は
そ
の
汽
笛
と
同
じ
く
ら
い
君
の
こ
と
を

愛
し
て
い
る
」　

少
年
に
と
っ
て
「
夜
中
の
汽
笛
」

と
は
、
世
界
か
ら
隔
絶
さ
れ
、
絶
望
的
な
孤
独
の
中

に
あ
る
自
分
の
も
と
に
、
そ
の
絶
望
的
な
距
離
を
超

え
て
届
く
希
望
の
音
で
あ
り
、
世
界
と
の
つ
な
が
り

を
回
復
さ
せ
、「
鉄
の
箱
」
を
浮
上
さ
せ
、
呼
吸
と

鼓
動
を
取
り
戻
さ
せ
る
も
の
な
の
で
あ
っ
た
。「
汽

笛
」
と
い
う
言
葉
に
は
「
警
笛
」
に
は
な
い
不
思
議

な
力
が
あ
る
。
蒸
気
機
関
車
が
私
た
ち
の
前
か
ら
姿

を
消
し
て
久
し
い
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
な
の
か
そ

れ
故
な
の
か
、「
汽
笛
」
は
今
も
な
お
物
語
の
中
に

鳴
り
続
け
、
私
た
ち
の
心
を
揺
さ
ぶ
っ
て
い
る
。
少

年
の
物
語
は
比
喩
で
成
り
立
っ
て
い
る
。「
鉄
の
箱
」

も
「
汽
笛
」
も
比
喩
で
あ
り
、
物
語
自
体
が
比
喩
で

あ
る
。
比
喩
は
見
え
な
い
も
の
に
形
を
与
え
る
。
少

年
が
用
意
し
た
物
語
と
い
う
部
屋
で
、
少
女
は
「
汽

笛
」
を
聞
く
。
少
女
は
そ
の
「
汽
笛
」
を
ど
う
聞
い

た
か
。

問 

少
年
に
と
っ
て
「
夜
中
の
汽
笛
」
と
は
何
だ
っ

た
か
。

答 
世
界
か
ら
隔
絶
さ
れ
、
絶
望
的
な
孤
独
の
中
に

あ
る
自
分
の
も
と
に
距
離
を
超
え
て
届
く
希
望

の
音
で
あ
り
、
世
界
と
の
つ
な
が
り
を
回
復
さ

せ
、
生
へ
の
帰
還
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ
た
。

▼ 

少
年
の
語
っ
た
話
の
内
容
に
沿
っ
て
「
夜
中
の

汽
笛
」
の
意
味
を
読
み
取
る
問
い
で
あ
る
。

問 

「
少
年
は
少
し
間
を
置
く
。」（
13
・
13
）
と
あ

る
が
、
な
ぜ
間
を
置
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

答 

「
汽
笛
」
の
話
を
す
る
前
に
敢
え
て
少
し
間
を

取
る
こ
と
で
、
物
語
の
劇
的
効
果
を
高
め
る
こ

と
を
ね
ら
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

▼ 

少
年
の
行
為
の
意
味
を
考
え
る
問
い
で
あ
る
。

本
文
に
「
間
」
の
意
味
を
明
示
す
る
言
葉
が
あ

る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
こ
に
「
間
」
が
あ
る

以
上
、
読
者
は
そ
の
意
味
を
問
う
で
あ
ろ
う
。

「
間
を
置
く
」
と
い
う
言
い
方
は
、
そ
れ
が
意

図
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
少

年
は
〝
語
り
の
効
果
〞
を
計
算
し
て
い
る
│
│

そ
う
感
じ
さ
せ
る
一
文
で
あ
る
。
ク
ラ
イ
マ
ッ

ク
ス
を
予
感
さ
せ
る
「
間
」
と
言
っ
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。
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そ
こ
で
少
年
の
短
い
物
語
は
終
る
。
今
度
は
少
女
が

自
分
の
物
語
を
語
り
始
め
る
。　

少
年
の
語
り
│
│

そ
れ
は
実
際
に
は
〝
会
話
〞
の
形
を
と
っ
て
い
る
の

で
あ
る
が
│
│
既
に
一
つ
の
「
物
語
」
な
の
で
あ
っ

た
。「
物
語
」
に
は
「
物
語
」
で
応
え
る
。「
あ
な
た

は
ど
れ
く
ら
い
私
の
こ
と
を
好
き
？
」
に
始
ま
る
少

年
と
少
女
の
愛
の
交
感
は
、
こ
う
し
て
「
物
語
」
の

交
換
に
な
る
。

【
全
体
を
通
し
て
】

問 

こ
の
小
説
の
地
の
文
の
文
末
表
現
に
は
際
だ
っ

た
特
徴
が
あ
る
。
そ
れ
は
何
か
。
ま
た
、
そ
の

こ
と
が
小
説
に
ど
の
よ
う
な
印
象
を
持
た
せ
て

い
る
か
。

答  

す
べ
て
現
在
形
に
な
っ
て
い
る
（
過
去
形
が

一
度
も
用
い
ら
れ
て
い
な
い
）。
そ
の
た
め
、

小
説
の
言
葉
・

詩
の
言
葉

一

夜中の汽笛について、あるいは物語の効用について

少
年
と
少
女
の
会
話
が
過
去
の
あ
る
時
点
で
の

出
来
事
と
し
て
語
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
今
ま

さ
に
読
者
の
眼
前
で
展
開
し
て
い
る
こ
と
と
し

て
語
ら
れ
て
い
る
。
語
り
手
ま
で
も
が
、
今
は

じ
め
て
そ
れ
を
聞
く
人
の
よ
う
に
、
読
者
と
と

も
に
少
年
の
言
葉
に
聞
き
入
っ
て
い
る
│
│
そ

う
い
う
印
象
が
生
ま
れ
て
い
る
。

▼ 

過
去
の
出
来
事
だ
か
ら
過
去
形
で
語
る
の
だ
と

考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
物
語
に
お
い
て
は
、

過
去
形
の
使
用
が
出
来
事
を
過
去
の
も
の
に
す

る
の
で
あ
り
、
現
在
形
で
語
れ
ば
、
そ
れ
は
今

ま
さ
に
起
こ
り
つ
つ
あ
る
こ
と
に
な
る
。
す
べ

て
を
振
り
返
る
こ
と
の
で
き
る
位
置
か
ら
語
る

の
か
、
そ
れ
と
も
眼
前
の
出
来
事
と
し
て
語
る

の
か
、〈
語
り
の
位
置
〉
を
決
め
る
の
は
語
り

手
で
あ
る
。
直
接
話
法
の
会
話
で
展
開
す
る
こ

の
小
説
は
、
基
本
的
に
場
面
喚
起
的
な
語
り
方

が
な
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
地
の
文
の

現
在
形
は
そ
の
効
果
を
削
が
な
い
よ
う
に
工
夫

さ
れ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

（
補
説
）「
物
語
」
を
言
葉
で
で
き
た
〈
部
屋
〉

へ
の
招
待
と
捉
え
る
な
ら
ば
│
│
実
際
、
村
上

春
樹
は
「
遠
く
ま
で
旅
す
る
部
屋
」（『
村
上
春

樹
雑
文
集
』
所
収
）
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
の
中
で

物
語
を
作
る
と
い
う
行
為
は
自
分
の
部
屋
を
作

る
こ
と
に
似
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
│
│
超
短

篇
小
説
「
夜
中
の
汽
笛
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は

物
語
の
効
用
に
つ
い
て
」
が
招
き
入
れ
て
く
れ

る
の
は
、「
物
語
」
と
い
う
〈
部
屋
〉
の
モ
デ

ル
ル
ー
ム
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
こ
に
は
い
わ
ゆ
る
生
活
の
匂
い
が
な
い
。

「
物
語
」
と
い
う
部
屋
の
機
能
が
よ
く
見
え
る

よ
う
に
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
は
透
明
に
な
っ
て
い

る
よ
う
に
さ
え
見
え
る
が
│
│
例
え
ば
、
少
女

へ
の
愛
と
「
夜
中
の
汽
笛
」
と
い
う
遠
く
離
れ

た
二
つ
も
の
を
つ
な
い
で
い
る
の
が
孤
独
な
魂

の
物
語
で
あ
る
と
い
う
、
そ
う
い
う
物
語
の
仕

掛
け
が
よ
く
見
え
る
│
│
残
念
な
が
ら
と
い
う

か
当
然
の
こ
と
と
し
て
と
い
う
か
、
そ
こ
に
は

住
ん
で
い
る
人
間
の
「
闇
」
が
染
み
つ
い
た
よ

う
な
〝
壁
の
し
み
〞
が
な
い
。「
闇
」
が
吐
き

だ
す
〝
毒
〞
が
な
い
。
も
っ
と
も
、
だ
か
ら
こ

そ
安
心
し
て
、
私
た
ち
は
部
屋
を
見
て
回
る
こ

と
が
で
き
る
の
だ
が
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
そ
の

こ
と
と
、
こ
の
小
説
の
地
の
文
が
過
去
形
を
持

た
な
い
と
い
う
こ
と
と
は
つ
な
が
り
が
あ
る
の

か
も
し
れ
な
い
。
お
そ
ら
く
こ
れ
は
純
度
を
高

め
て
抽
出
さ
れ
た
村
上
春
樹
的
思
考
（「
仮

説
」）
の
一
つ
な
の
で
あ
る
。
短
い
主
題
が
複

雑
に
変
奏
さ
れ
て
壮
大
な
楽
曲
に
な
っ
て
い
く

よ
う
に
、
こ
の
モ
チ
ー
フ
は
や
が
て
大
き
な
物

語
の
中
で
反
復
さ
れ
変
奏
さ
れ
て
、
重
さ
を
増

し
て
い
く
で
あ
ろ
う
（
例
え
ば
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ

の
森
』
の
よ
う
に
）。
少
年
が
少
年
と
い
う
枠

を
は
み
出
し
、
少
女
が
少
女
と
い
う
枠
を
は
み

出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
顔
が
見
え
始
め
る
と
、
引

き
ず
る
「
闇
」
も
深
く
な
り
、
心
の
地
層
も
厚

く
な
る
。
そ
う
な
れ
ば
も
は
や
現
在
形
だ
け
で

語
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
。
し
か
し
、
そ
れ

は
ま
た
別
の
小
説
の
話
で
あ
る
。

 

（
註
）「
仮
説
」
に
つ
い
て

　『
村
上
春
樹
雑
文

集
』
所
収
の
エ
ッ
セ
イ
「
自
己
と
は
何
か
（
あ

る
い
は
お
い
し
い
牡
蠣
フ
ラ
イ
の
食
べ
方
）」

の
中
で
、
小
説
家
の
な
す
べ
き
こ
と
は
結
論
を

用
意
す
る
こ
と
で
は
な
く
、「
物
語
」
と
い
う

さ
さ
や
か
な
広
場
の
真
ん
中
に
「
仮
説
」
を
丹

念
に
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
だ
と
述
べ
て
い
る
。

問 

こ
の
小
説
に
は
「
夜
中
の
汽
笛
に
つ
い
て
、
あ

る
い
は
物
語
の
効
用
に
つ
い
て
」
と
い
う
長
い

表
題
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
表
題
の
効
果

に
つ
い
て
、
次
の
手
順
で
考
え
て
み
よ
。

 

⑴  「
あ
る
い
は
」
は
こ
こ
で
は
ど
の
よ
う
な
意

味
を
表
し
て
い
る
か
。

 

⑵  「
効
用
」
と
い
う
言
葉
は
こ
こ
で
は
ど
の
よ

う
な
意
味
を
表
し
て
い
る
か
。

 

⑶  「
夜
中
の
汽
笛
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
物
語

の
効
用
に
つ
い
て
」
と
い
う
表
題
の
効
果

を
説
明
せ
よ
。

答 

⑴  

接
続
詞
の
「
あ
る
い
は
」
は
、
そ
の
う
ち

の
ど
ち
ら
か
と
い
う
関
係
に
あ
る
二
つ
の

も
の
を
つ
な
い
で
、「
で
な
け
れ
ば
」「
ま
た

は
」「
も
し
く
は
」
と
い
う
意
味
を
表
す
。

こ
こ
で
は
「
夜
中
の
汽
笛
に
つ
い
て
」
と

「
物
語
の
効
用
に
つ
い
て
」
を
併
置
す
る
こ
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と
に
よ
っ
て
、
ど
ち
ら
の
見
方
も
あ
り
得

る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

 
⑵  「
効
用
」
は
、
き
き
め
、
効
能
、
使
い
道
、

用
途
な
ど
の
意
味
で
用
い
ら
れ
、
う
ま
く

用
い
る
と
望
ま
し
い
効
果
が
期
待
で
き
る
、

役
に
立
つ
と
い
う
こ
と
を
表
す
言
葉
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
「
物
語
」
に
は
実
用
的
価

値
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

 

⑶  

こ
の
小
説
は
「
夜
中
の
汽
笛
」
に
つ
い
て

語
っ
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
し
、

「
物
語
の
効
用
」
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
と

見
る
こ
と
も
で
き
る
と
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
一
つ
の
視
点
で
の
み
見
て
い
る
と
小

説
を
読
み
誤
る
か
も
し
れ
な
い
、
角
度
を

変
え
る
と
ま
っ
た
く
違
う
も
の
が
見
え
て

く
る
か
も
し
れ
な
い
と
、
読
者
に
注
意
を

与
え
、
再
考
を
促
す
効
果
が
あ
る
。

▼ 

「
夜
中
の
汽
笛
」
や
「
物
語
の
効
用
」
と
い
う

言
葉
に
目
が
行
っ
て
見
過
ご
さ
れ
や
す
い
が
、

こ
の
表
題
を
読
み
解
く
手
が
か
り
は
「
に
つ
い

て
」
に
あ
る
。
こ
の
表
題
は
、
こ
の
作
品
が
何

に
つ
い
て
語
っ
た
も
の
な
の
か
を
説
明
す
る
も

の
で
あ
り
、
そ
の
見
方
は
二
つ
あ
る
と
い
う
こ

と
な
の
で
あ
る
。
読
者
に
メ
タ
レ
ベ
ル
の
読
み

を
促
す
表
題
で
あ
る
と
言
え
る
。

 

（
補
説
）
村
上
春
樹
が
「
あ
る
い
は
」
を
表
題

に
用
い
た
例
を
挙
げ
て
お
く
。

 

「
鉛
筆
削
り
（
あ
る
い
は
幸
運
と
し
て
の
渡
辺

昇
①
）」

 

「
タ
イ
ム
・
マ
シ
ー
ン
（
あ
る
い
は
幸
運
と
し

て
の
渡
辺
昇
②
）」

 

（
右
二
篇
『
村
上
朝
日
堂
超
短
篇
小
説　

 

夜
の
く
も
ざ
る
』）

 

「
飛
行
機
│
│
あ
る
い
は
彼
は
い
か
に
し
て
詩

を
読
む
よ
う
に
ひ
と
り
ご
と
を
言
っ
た
か
」

 

（『
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
』）

 

「
自
己
と
は
何
か
（
あ
る
い
は
お
い
し
い
牡
蠣

フ
ラ
イ
の
食
べ
方
）」 （『
村
上
春
樹
雑
文
集
』）

解
答
例

解
説小

説
の
言
葉
・

詩
の
言
葉

一

夜中の汽笛について、あるいは物語の効用について

49

課
題
Ａ

　
　「
少
女
」
は
「
少
年
の
短
い
物
語
」（
14
・
13
）
を
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
た
の

だ
ろ
う
か
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

解
答
例

解
答
例

①
少
年
の
孤
独
に
触
れ
た
少
女
は
、
深
く
心
を
動
か
さ
れ
、
何
と
か
少
年
の
期
待
に
応

え
よ
う
と
思
っ
た
。

②
思
い
が
け
ず
少
年
の
孤
独
の
物
語
を
聞
か
さ
れ
た
少
女
は
、
正
直
戸
惑
っ
て
い
た
。

「
夜
中
の
汽
笛
」
に
た
と
え
て
く
れ
た
少
年
の
思
い
は
嬉
し
い
に
は
違
い
な
い
が
、

一
方
で
ど
う
し
て
今
ま
で
そ
の
孤
独
に
気
づ
か
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
も
思
っ
た
。

③
軽
い
気
持
ち
で
「
ど
れ
く
ら
い
好
き
？
」
と
聞
い
た
の
に
、
思
い
が
け
ず
重
い
話
を

聞
か
さ
れ
た
の
で
、
嬉
し
い
と
思
う
反
面
、
と
て
も
受
け
と
め
き
れ
な
い
と
も
思
っ

た
。

④
少
年
の
物
語
は
理
解
で
き
る
も
の
の
、
や
は
り
少
女
に
は
少
し
物
足
り
な
か
っ
た
。

そ
こ
に
は
少
女
を
必
要
と
し
て
い
る
自
分
（
少
年
）
の
思
い
ば
か
り
が
あ
っ
て
、
具

体
的
に
少
女
を
ど
う
見
て
い
る
の
か
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
ど
ん
な
ふ
う
に
好
き
な
の

か
は
ま
っ
た
く
語
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

⑤
「
ど
の
く
ら
い
好
き
？
」
と
い
う
質
問
は
こ
れ
ま
で
に
も
何
度
か
し
た
こ
と
が
あ
っ

て
、
そ
の
度
に
素
敵
な
お
話
を
聞
か
せ
て
く
れ
た
け
ど
、
今
回
の
は
ま
た
格
別
完
成

度
が
高
か
っ
た
の
で
驚
い
て
い
る
。

⑥
な
ん
て
切
な
く
て
美
し
い
物
語
な
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
て
、
感
心
し
て
い
る
。
そ
れ
が

本
当
の
話
で
あ
っ
て
も
な
く
て
も
か
ま
わ
な
い
。
こ
ん
な
素
敵
な
物
語
を
思
い
つ
く

と
い
う
だ
け
で
素
晴
ら
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

解
説
解
説

少
年
が
、「
愛
」
を
語
る
前
に
ま
ず
「
孤
独
」
に
つ
い
て
語
っ
た
と
い
う
点
に
着
目

し
た
い
。
少
年
の
愛
を
理
解
す
る
た
め
に
、
少
年
の
孤
独
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

❺ 「
課
題
」
の
解
説

一

い
少
女
は
、
物
語
を
聞
い
た
後
、
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
少
女

へ
の
想
い
の
切
実
さ
を
喜
ぶ
べ
き
な
の
か
、
そ
れ
と
も
悲
し
む
べ
き
な
の
か
。
そ
れ
は
、

少
年
の
物
語
を
、
少
女
へ
の
想
い
の
深
さ
を
表
現
す
る
た
め
の
た
と
え
話
と
し
て
理
解

す
べ
き
な
の
か
、
そ
れ
と
も
そ
れ
以
上
の
も
の
と
し
て
（
つ
ま
り
少
年
の
孤
独
の
物
語

と
し
て
）
理
解
す
べ
き
な
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
解
答
例
は
あ
く
ま
で
参
考
で
あ

る
。
自
由
に
、
楽
し
ん
で
話
し
合
っ
て
ほ
し
い
。

　
　
表
題
に
あ
る
「
物
語
の
効
用
」
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
だ
ろ
う
か
、
話
し
合
っ

て
み
よ
う
。

解
答
例

解
答
例

①
自
分
の
心
の
世
界
を
物
語
に
し
、
そ
こ
に
少
女
を
招
き
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自

分
の
感
じ
て
い
る
孤
独
や
少
女
へ
の
思
い
の
切
実
さ
を
少
女
に
感
じ
取
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
に
物
語
の
有
用
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。

②
愛
と
い
う
目
に
見
え
な
い
も
の
の
大
き
さ
を
伝
え
る
た
め
に
は
、
そ
れ
を
目
に
見
え

る
も
の
に
置
き
換
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
物
語
は
非
常
に
役
に
立
つ
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
か
。

③
「
ど
れ
く
ら
い
好
き
か
」
と
い
う
よ
う
な
質
問
の
場
合
、
中
途
半
端
な
答
え
で
は
少

女
は
満
足
し
て
く
れ
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
少
年
は
で
き
る
だ
け
ド
ラ
マ
チ
ッ

ク
な
物
語
を
用
意
し
て
少
女
の
心
を
充
た
す
必
要
が
あ
っ
た
。
実
際
、
少
年
の
物
語

は
役
に
立
っ
た
、
物
語
に
は
使
い
道
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。

④
二
人
で
物
語
の
交
換
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
普
通
に
会
話
す
る
以
上
の
関
係
に
な

っ
て
、
互
い
の
絆
が
深
ま
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
こ
れ
も
物
語
の
効
用
と
言
え
る
の
で

は
な
い
か
。

解
説
解
説

「
物
語
の
力
」
で
は
な
く
「
物
語
の
効
用
」
が
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
る
必

要
が
あ
る
。
読
者
は
物
語
の
中
で
、
も
う
一
つ
の
世
界
、
も
う
一
つ
の
時
間
を
生
き
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
他
者
の
経
験
を
自
己
の
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
う
少
し
慎

二
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〈
進
め
方
〉

⑴  

物
語
の
構
想
を
メ
モ
す
る
。

　

① 

少
女
は
少
年
の
物
語
を
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
た
の
か
、
自
分
の
解
釈
を
定
め
る
。

　

② 

小
説
「
夜
中
の
汽
笛
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
物
語
の
効
用
に
つ
い
て
」
に
続
く
も

う
一
つ
の
小
説
（
連
作
短
篇
小
説
）
と
い
う
形
で
物
語
を
構
想
す
る
。
表
題
も
付

け
て
独
立
し
た
作
品
に
す
る
が
、
最
終
的
に
「
少
年
の
こ
と
を
ど
れ
く
ら
い
好
き

か
」
と
い
う
質
問
に
答
え
る
形
に
な
っ
て
い
れ
ば
よ
い
。

　

③ 

村
上
春
樹
は
、
物
語
を
作
る
の
は
自
分
の
部
屋
を
作
っ
て
人
を
招
き
入
れ
る
の
に

似
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
ど
ん
な
部
屋
（
物
語
）
を
作
っ
て
少
年
を
招
き
入
れ

る
の
か
、
少
年
の
語
っ
た
物
語
を
参
考
に
ア
イ
デ
ア
を
ま
と
め
る
。

　

④ 

物
語
の
聞
き
手
と
し
て
の
少
年
が
果
た
す
役
割
を
決
め
る
。

⑵  

構
想
メ
モ
を
元
に
少
女
と
少
年
の
会
話
を
書
い
て
草
稿
に
す
る
。

⑶  

草
稿
を
読
み
直
し
、
不
自
然
な
箇
所
が
な
い
か
、
伝
わ
り
に
く
い
と
こ
ろ
が
な
い

か
点
検
し
、
必
要
な
ら
ば
書
き
直
す
。

⑷  

草
稿
を
元
に
清
書
す
る
。

⑸  

自
作
朗
読
会
な
ど
の
形
で
作
品
を
発
表
す
る
（
ワ
ー
ド
原
稿
を
提
出
し
て
作
品
集

に
す
る
方
法
や
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
原
稿
を
回
し
読
み
す
る
方
法
な
ど
も
あ
る
）。

重
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
物
語
の
中
で
の
経
験
を
通
し
て
、
読
者
自
身
の
〝
潜
在
的
な

物
語
〞
が
呼
び
覚
ま
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
気
づ
か
ず
に
い
た
自
分
の
心
の
深
層
に
下
り
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
が
物
語
の
力
で
あ
る
（「
読
み
深
め
る
た
め

に
」
参
照
）。
で
は
「
物
語
の
効
用
」
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
解
答
例
①
②
は
、
物
語
を

少
年
の
内
面
世
界
の
表
現
と
見
て
い
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。「
物
語
の
効
用
」
を
「
物

語
の
力
」
に
近
い
意
味
に
理
解
し
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
③
④
は
、
物
語

の
実
用
的
価
値
に
着
目
し
て
い
る
。
物
語
は
実
生
活
に
こ
ん
な
ふ
う
に
役
に
立
つ
、
こ

ん
な
使
い
道
が
あ
る
、
そ
れ
が
「
物
語
の
効
用
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
表
題

が
「
夜
中
の
汽
笛
に
つ
い
て
」
だ
け
で
あ
っ
た
ら
、
小
説
は
少
年
の
孤
独
に
フ
ォ
ー
カ

ス
し
た
も
の
に
な
っ
て
、
そ
の
分
重
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
「
あ
る
い
は
物
語
の

効
用
に
つ
い
て
」
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
物
語
を
鮮
や
か
に
使
い
こ
な
す
少
年
と

い
う
視
点
が
生
ま
れ
、
重
い
も
の
が
一
気
に
軽
く
な
る
。
そ
こ
に
こ
の
作
家
一
流
の
ユ

ー
モ
ア
が
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
発
問
例
の
と
こ
ろ
で
も
解
説
し
た
の
で
、

そ
ち
ら
も
併
せ
て
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
参
考
）「
物
語
の
効
用
」
を
核
に
展
開
す
る
短
篇
小
説
を
二
つ
紹
介
し
て
お
く
。

・「
四
月
の
あ
る
晴
れ
た
朝
に
1
0
0
パ
ー
セ
ン
ト
の
女
の
子
に
出
会
う
こ
と
に
つ
い

て
」（『
カ
ン
ガ
ル
ー
日
和
』
一
九
八
六
年
・
講
談
社
文
庫
）

・「
鏡
の
中
の
夕
焼
け
」（『
象
工
場
の
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
』
一
九
八
六
年
・
新
潮
文
庫
）

課
題
Ｂ

「
少
女
」
が
「
少
年
」
に
語
る
物
語
を
創
作
し
て
み
よ
う
。

解
説
解
説

実
際
に
物
語
を
作
っ
て
み
る
こ
と
で
、
小
説
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
を
理
解
す
る
と

い
う
課
題
で
あ
る
。
特
に
字
数
な
ど
の
制
限
は
設
け
て
い
な
い
が
、
教
室
で
の
扱
い
な

ど
を
考
慮
す
る
と
、「
夜
中
の
汽
笛
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
物
語
の
効
用
に
つ
い
て
」

と
同
じ
く
ら
い
の
長
さ
を
め
ど
に
す
る
の
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い（
一
二
〇
〇
字
程
度
）。

以
下
、
参
考
の
た
め
に
進
め
方
を
紹
介
す
る
。

小
説
の
言
葉
・

詩
の
言
葉

一

夜中の汽笛について、あるいは物語の効用について
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ず
っ
と
深
い
と
こ
ろ
で
│
│
目
覚
め
な
が
ら
夢
を
見
る

村
上
春
樹
は
小
説
を
書
く
と
は
ど
う
い
う
行
為
か
を
説
明
す
る
際
、
し
ば
し
ば
「
地

下
階
」
の
比
喩
を
用
い
る
（
も
う
一
つ
下
の
階
と
い
う
意
味
で
〝
地
下
二
階
〞
と
い
う

こ
と
も
あ
る
）。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
集
『
夢
を
見
る
た
め
に
毎
朝
僕
は
目
覚
め
る
の
で
す
』

か
ら
引
用
す
る
。

村
上 

イ
メ
ー
ジ
を
つ
か
っ
て
、
お
答
え
し
ま
し
ょ
う
か
。 

仮
に
、
人
間
が
家
だ

と
し
ま
す
。
一
階
は
あ
な
た
が
生
活
し
、
料
理
し
、
食
事
を
し
、
家
族
と
い
っ
し

ょ
に
テ
レ
ビ
を
見
る
場
所
で
す
。
二
階
に
は
あ
な
た
の
寝
室
が
あ
る
。
そ
こ
で
読

書
し
た
り
、
眠
っ
た
り
し
ま
す
。
そ
し
て
、
地
下
階
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
も
っ

と
奥
ま
っ
た
空
間
で
、
も
の
を
ス
ト
ッ
ク
し
た
り
、
遊
具
を
置
い
た
り
し
て
あ
る

場
所
で
す
。
と
こ
ろ
が
こ
の
地
下
階
の
な
か
に
は
隠
れ
た
別
の
空
間
も
あ
る
。
そ

れ
は
入
る
の
が
難
し
い
場
所
で
す
。
と
い
う
の
も
、
簡
単
に
は
見
つ
か
ら
な
い
秘

密
の
扉
か
ら
入
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。
し
か
し
運
が
よ
け
れ
ば
あ
な

た
は
扉
を
見
つ
け
て
、
こ
の
暗
い
空
間
に
入
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
内
側
に
何
が
あ
る
か
は
わ
か
ら
ず
、
部
屋
の
か
た
ち
も
大
き
さ
も
分
か
り
ま

せ
ん
。
暗
闇
に
侵
入
し
た
あ
な
た
は
と
き
に
恐
ろ
し
く
な
る
で
し
ょ
う
が
、
ま
た

別
の
と
き
に
は
と
て
も
心
地
よ
く
感
じ
る
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
は
、
奇
妙
な
も
の

を
た
く
さ
ん
目
撃
で
き
ま
す
。
目
の
前
に
、
形
而
上
学
的
な
記
号
や
イ
メ
ー
ジ
や

象
徴
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
現
れ
る
ん
で
す
か
ら
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
、
夢
の
よ
う
な
も

の
で
す
。
無
意
識
の
世
界
の
形
態
の
よ
う
な
ね
。
け
れ
ど
も
い
つ
か
、
あ
な
た
は

現
実
世
界
に
帰
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
と
き
は
部
屋
か
ら
出
て
、
扉
を
閉

じ
、
階
段
を
昇
る
ん
で
す
。
本
を
書
く
と
き
僕
は
、
こ
ん
な
感
じ
の
暗
く
て
不
思

議
な
空
間
の
中
に
い
て
、
奇
妙
な
無
数
の
要
素
を
眼
に
す
る
ん
で
す
。
そ
れ
は
象

徴
的
だ
と
か
、
形
而
上
学
的
だ
と
か
、
メ
タ
フ
ァ
ー
だ
と
か
、
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ

ス
テ
ィ
ッ
ク
だ
と
か
、
言
わ
れ
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。
で
も
僕
に
と
っ
て
、
こ
の
空

❻ 

読
み
深
め
る
た
め
に

間
の
中
に
い
る
の
は
と
て
も
自
然
な
こ
と
で
、
そ
れ
ら
の
も
の
ご
と
は
む
し
ろ
自

然
な
も
の
と
し
て
目
に
映
り
ま
す
。
こ
う
し
た
要
素
が
物
語
を
書
く
の
を
助
け
て

く
れ
ま
す
。
作
家
に
と
っ
て
書
く
こ
と
は
、
ち
ょ
う
ど
、
目
覚
め
な
が
ら
夢
見
る

よ
う
な
も
の
で
す
。そ
れ
は 

論
理
を
い
つ
も
介
入
さ
せ
ら
れ
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
、

法
外
な
経
験
な
ん
で
す
。
夢
を
見
る
た
め
に
毎
朝
僕
は
目
覚
め
る
の
で
す
。

『
夢
を
見
る
た
め
に
毎
朝
僕
は
目
覚
め
る
の
で
す　

村
上
春
樹
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
集1997-2011

』（
二
〇
一
二
年
・
文
春
文
庫
）

個
の
深
み
に
下
り
て
行
き
、
地
下
階
の
さ
ら
に
下
の
階
に
下
り
て
行
き
、
そ
こ
で
物

語
を
汲
み
出
す
、
そ
れ
が
小
説
を
書
く
こ
と
だ
と
村
上
春
樹
は
語
る
。
村
上
は
、
物
語

を
頭
の
中
で
作
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
、
自
分
が
ず
っ
と
深
い
と
こ
ろ
に
下
り
て
い

っ
て
、
そ
こ
で
物
語
を
立
ち
上
げ
る
と
、
そ
の
物
語
が
他
の
人
が
持
っ
て
い
る
潜
在
的

な
物
語
と
呼
応
す
る
の
だ
、
そ
れ
が
「
共
感
力
」
で
あ
り
、
一
種
の
魂
の
呼
応
性
な
の

だ
と
言
う
。
だ
か
ら
、
も
し
「
夜
中
の
汽
笛
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
物
語
の
効
用
に
つ

い
て
」
の
少
女
が
（
読
者
が
）「
少
年
の
物
語
」
に
共
感
し
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ

は
少
女
の
中
に
（
読
者
の
中
に
）
そ
れ
に
呼
応
す
る
潜
在
的
物
語
が
あ
る
と
い
う
こ
と

な
の
だ
。
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